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研究成果の概要（和文）：　米国と日本の認知症高齢者のウェルビーイングを向上させる実践と課題に関するコ
ロナ禍期間を含む比較文化的調査研究をとおして、高齢者の交流の多様性と交流力の拡充に向けた多世代協働が
照射された。
　高齢者を核とした多彩な交流は、変化のなかでライフサイクルを渡ってゆくすべての人のウェルビーイングに
深くかかわっている。そこで、高齢者ケアの枠に留まらない、生活文化伝承と議論の機会を与える多世代交流に
向けた生活時間と環境の充実という観点から、エイジング（エイジ）フレンドリー・コミュニティを開発するた
めの知見を提示した。

研究成果の概要（英文）：In this research, I considered multigenerational collaboration aiming for 
fostering communication that responds to the multilayered and expansive nature of older adults’ 
interactions based on the comparative cultural perspective on the practices and challenges improving
 the wellbeing of older adults living with dementia in the U.S. and Japan, including the period of 
the crisis of coronavirus infection.
Varieties of relational experience woven with older adults at the core deeply connected to the 
well-being of people of all generations that reorganize their lives under changing circumstances in 
their lifecycle. Therefore, I presented thoughts and practices towards developing aging (age)
-friendly communities in terms of enrichment of living time and environment for people to 
communicate and discuss lifestyle and culture traditions, not just caring for older adults.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　高齢者のウェルビーイングに関し、多彩な交流を経験する交流力の充実が「老年的超越」として知られてい
る。コロナ禍下の認知症高齢者を含む高齢者の交流に関する現地調査研究によって、高齢者の交流力とともに、
高齢者のために生活環境を整えようと努力する若い世代にとっても世代間交流が不可欠の意義ある要素であるこ
とが明解となった。高齢者のみが居場所を得て心地よく暮らせるという「エイジング・イン・プレイス」を探求
するのではなく、日常生活のリズムやライフサイクルにおける節目において多世代が多様な交流の機会を得る環
境としてのエイジング（エイジ）フレンドリー・コミュニティ開発に向けた知見を具体的に提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1)高齢化する 21 世紀社会の課題のなかでも、認知症高齢者のウェルビーイングは、喫緊の課題
となっている。認知症は、原因や症状に多様性があり、完全治療は困難である病の一つだが、な
かでも認知力低下の進行が、本人や家族をはじめとする周囲の人々との関係性を紡ぐことを難
しくさせ、さらにこの関係性のありかたが病状に影響を与えることが観察されている。こうした
観点に配慮し、認知症者の生活環境をいかに構築していくかが注目されている。 
 
(2)高齢化する社会の生活環境デザインとして、高齢者のウェルビーイングに応える環境は、全
ての人が充足して共に生きる「エイジング(エイジ)・フレンドリー・コミュニティ」を構想する
ことに他ならないという視点が注目され、学際的研究と公的機関、企業、市民が参加する実践が
世界各地で精力的に進められている。そして、認知症高齢者のウェルビーイングに注目し、家族
や周囲の人々とかかわりつつコミュニティの構成者として暮らしていける認知症フレンドリー
環境を摸索することは、すべての人が孤立せず暮らすエイジング(エイジ)フレンドリー社会を構
想する重要な契機となる。 
 
２．研究の目的 
 
(1)本研究は、超高齢社会において、認知症高齢者やその家族の生活の質の低下をどう解決する
かという実践的課題を出発点として、多文化・多世代が、認知症高齢者を含む高齢者との交流に、
どのような経験を紡ぎ意義を見いだしているのか、またそうした場はいかにして実現できるの
かに関する情報を、現地調査研究にもとづき提示することを目的としている。 
 
(2)本研究は、とりわけ、社会の高齢化とともに課題として認識されている認知症やうつの傾向
のある高齢者のウェルビーイング向上に注目し、地域生活において豊かに交流し生活してゆく
方途と課題を探る。認知症高齢者をただケアされる存在とはみなさず、周囲と交流し影響を与え
合う、人生の伴走者として捉える視点で研究を行う。 
多文化・多世代が、認知症高齢者との交流に、どのような経験を紡ぎ意義を見いだしているの

か、またそうした場はいかにして実現できるのかが本研究の問いである。本研究は、高齢者のニ
ーズを契機として全ての世代の生活環境を再考・開発するエイジング（エイジ）フレンドリー・
コミュニティ（AFC）に関する研究蓄積を生かし、本活動の現地調査研究を進め、日本で実践す
る条件を明示する。 
 
３．研究の方法 
 
(1)本研究は、認知症、認知に問題があるとみられる状態、うつなどの傾向があることは、高齢
期を生きる人々誰もが経験しうる状態と捉えたうえで、現代の超高齢社会における認知症高齢
者の生活の質の向上を目指して実践される活動に注目し、その特徴や課題を明示する。認知症の
傾向のある人々を含む生活に困難を感じつつ高齢期を生きる人々にとってのウェルビーイング
の捉えられ方やそれを向上させようとする実践について、セルフ（自己）のありかた、社会的孤
立や疎外感の問題に配慮し、高齢者が暮らす場や利用する施設において現地調査を行い、比較文
化的視点で分析する。 
 
(2)米国において、とくに音楽やモノとの触れあいなどをとおして精力的に行われてきた実践に
ついて、その文化的背景やエイジ(エイジング)フレンドリー・コミュニティという観点との関連
について検討する。 
 
(3)ひろく認知症高齢者と深くかかわる、認知に困難を抱える高齢者、うつ症状やひきこもり傾
向がみられる高齢者を対象として行われてきた日本における実践について、文化的背景を含め
検討する。 
 
(4)収集した情報にもとづき、高齢期の人々のウェルビーイングの向上にかかわる、多様な存在
とのコミュニケーションや文化伝達・コミュニティ教育の実現に向けた多世代協働が、すべての
世代が居場所を得て心地よく暮らす「エイジング・イン・プレイス」を充足する時空間について
考察を深め、成果を発信する。 
 
４．研究成果 
 
(1)認知症高齢者の孤立緩和に向けた実践に関する現地調査研究を比較文化的視点に基づき行っ



た。米国で認知症高齢者のウェルビーイングの向上を目指して行われてきた実践について、とく
にコミュニティの資源を活用した内容に関し、現地調査を含め蓄積してきた情報を分析し、認知
症高齢者を含む高齢者を日常生活のなかでケアするという交流の目的とその文化的背景を探っ
た。それらは、宗教など、高齢者とそのケアにかかわる人々に共有される価値観や習慣に基づく
協働活動のありかたである。米国における施設にボランティアが常にかかわる習慣、教会を利用
した合唱などの実践、生活コミュニティに共有されるコミュニケーションのきまりと習慣につ
いて、情報を蓄積し検討した。 
 
①ナーシングホーム(老人ホーム)に居住する認知症高齢者を「バディ」(仲間)と捉え、対話の訓
練を積んだボランティアが「ブリッジ」（つなぐ者）として継続的に訪問する実践においては、
認知症高齢者が多様な交流を経験できることにとどまらず、ブリッジにとっても自らの人生や
アイデンティティについて考察する機会となることが、現地調査研究から浮かび上がった。こう
した対面で語り合う経験は、環境が整備され安全が確保された施設で行われているという点や、
ボランティアが施設における実践にホスピスチームなどとして常に関わってきたという経験と
習慣に支えられている。他方、博物館や美術館などの機関を利用したモノ作りや鑑賞などの事業
や、教会などを利用した合唱などの共同実践においては、ミーティングを運営するスタッフや指
導者などの専門職者以外に、認知症高齢者のケアを担うケア者や家族の同伴が必要となってい
る現状が見いだされた。（引用文献①②） 
 
②キリスト教再洗礼派という特定の宗教や哲学をベースとして運営されている高齢者ケアコミ
ュニティやアーミッシュの生活コミュニティにおいては、互いに経済的な領域も含めて支え合
うことが信条となっている。その理由として、激動する社会の中で、心身の変化を経験しつつ生
きる人々は、生老病死の経験に満ちたライフサイクルを渡り生きてゆくためには、多世代や多様
な文化的背景を持つ者が、近くでともにいて、その時々のウェルビーイングのありかや生活信条
について絶え間なく語り合うことが不可欠と認識され、そして人々のアイデンティティを構成
していることが明確となった。さらに、こうした生活信条あるいは哲学は、弱者に対するケアの
みならず、次世代を育成する際にも基盤を構成していることが明確となった。(引用文献③) 
 

(2)認知症高齢者のウェルビーイング向上を目指した日本における協働実践について、主として
米国に関し蓄積してきた知見を参照し比較的に検討した。 
 
①コミュニティ資源を生かした認知症高齢者の交流のありかたを、多世代協働、文化創造・共有
と伝承という観点から検討した。過疎化の進む町において、高齢者に適合的な産業を振興したこ
とにより、高齢女性が長期にわたって収入を得て地域の活性化を担ってきた地域の変化として、
高齢者施設が利用されるようになったことがあげられる。認知症の症状がみられるようになっ
た高齢者は、近隣に設けられた施設に居住することによって、継続的に家族や町の内外からやっ
てくる若年世代と面会し、地域産業に関する経験を共通の話題について対話するという状況が
観察された。認知症高齢者ケアという観点ではなく、地域振興に多世代・多文化がかかわる実践
が、多様な人びとの交流を充実させる可能性が明示された(引用文献④)。 
 
②コロナ禍における高齢者の孤立緩和に向けた実践に関する現地調査研究を比較的視点に基づ
き行った。具体的には、高齢者のウェルビーイングに資するとされるヒーリングアートのなかで
も、歌唱、体操、文化的背景に関する会話などを含む音楽レクリエーションに注目し、その意義
と実施可能性に関し検討した。 
コロナ禍下におけるような制限の続く状況において、高齢者の居住の場にかかわらず、ウェル

ビーイングに資する交流のありかたについて、いかなる可能性が開かれているのかを現地調査
研究に基づき探り、工夫されてきた多様な交流の意味と意義について考察した。(引用文献⑤) 
 

(3)認知症高齢者のウェルビーイングのあり方に関し、研究期間中に蓄積してきた現地調査研究
に基づき、セルフ（自己）のありかたを充足する交流に関し、認知症高齢者にとどまらず、人々
にとって必要な活動の意味や意義について考察した。高齢者の生活環境において何が孤立感を
緩和しエイジング・イン・プレイスに資するのか、それら要素が多様な世代の人々のウェルビー
イングといかに関わるのかについて検討しその成果を提示した。（引用文献⑤⑥） 
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